
公益社団法人南城市シルバー人材センター 

令和５年度 事業計画 

 

新型コロナウィルス感染症は、全世界を巻き込み、政治・経済及び我々国民生活に多

大な傷跡を残し、ようやく収束の兆しが見えてきた。ところがこのことと相まって、不

安定な世界情勢は、穀物やエネルギー等、生活関連物資の高騰を招き、商工業や国民生

活に空前の物価値上げの現象が生じ、とりわけ生活用品の相次ぐ値上げはシルバー世代

の生活に深刻な影響を及ぼしている。 

加えて、本年１０月１日から施行される適格請求書等保存方式（インボイス制度）は

シルバー人材センター及び会員にとって新たな負担増を招き一段と厳しい状況にある。 

また、企業における６５歳定年制や７０歳までの雇用延長の影響を受け、新規会員の

加入減少傾向は続き、会員の高齢化等が更に進み、シルバー人材センターを取り巻く環

境は以前にもまして厳しいものがあるといえる。 

このような状況下にあってもシルバー人材センターに対する社会的ニーズは高く、こ

れらの期待に応えるためには、時勢にあったこれらの社会的課題を克服し、安定したシ

ルバー人材センターの運営を図ることが喫緊必要不可欠のことである。 

そのためには、新規会員の加入促進を図るため「会員一人１新規会員獲得運動」を強

力に推進し、新規契約額の拡大を図る。効率的財政運営による経営の合理化を推し進め

安定的経営基盤の確立を目指す。さらに地域から信頼され、地域に貢献するシルバー人

材センターを目指して、本年度は、次のことに全会員と役職員が一体となって取り組む

こととする。 

 

１ 基本方針 

①  高齢者の入会促進と社会参加を促進するため、多様な就業機会の確保、拡大に 

努める。 

②  安全・適正就業を推進し、安全で魅力あるシルバー人材センターの実現に努める。 

③  県連合と連携し、センターの組織強化と活性化を図り、運営基盤の強化に努める。 

④  公益法人として、公益目的事業を着実に実施し、法令に準拠した適切な運営に 

努める。 

 

２ 数値目標（第四次中期事業計画令和５年度目標） 

① 会員数                404 名 

② 契約高         107，138，000 円 

③ 就業率                  72 ％  

④ 就業延人員         19,500 人日 

⑤ 就業延人員（派遣事業）   1,050 人日 

⑥ ボランティア参加人数   延べ  310 名 



３ 実施計画 

 (1) 雇用によらない臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業 

機会の提供 

① 受託事業 

     高齢者に相応しい地域に密着した仕事を一般家庭、民間事業者、官公庁等 

から有償で引き受け、高齢者の能力、希望に応じて請負又は委任により、 

提供する。 

ア 数値目標  ・就業延人員  18,000 人日 

        ・受注件数      630 件 

② 独自事業 

       高齢者の就業機会を拡げるため、独自の創意と工夫による就業を創出する。 

ア 数値目標  ・就業延人員  1,500 人日 

 

(2) 雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業機会の 

提供 

①  有料の職業紹介事業 

        雇用による臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を 

希望する高齢者のために有料の職業紹介事業を行う。 

  ② 一般労働者派遣事業（シルバー派遣事業） 

派遣による雇用就業を希望する会員のために、臨時的かつ短期的な就業 

又はその他の軽易な業務に係る就業の範囲で一般労働者派遣事業を行う。 

ア 数値目標  ・就業延人員  1,050 人日 

 

(3) 臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業に必要な知識及び技

能を付与するための講習会 

①  技能講習会の実施 

就業上必要な知識、技能を就業意欲のある高齢者に付与することにより、 

実際の就業に結びつけるとともに、より広い就業分野での仕事の確保と提供 

を行い、高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図り、活力ある地域社会づ 

くりに寄与する。 

 実施すべき講習会については、これまで実施してきた講習会の内容、効果等を 

検証し、会員の要望などを聞きながら検討する。 

 

(4) 上記(1)～(3)の事業を推進するための諸活動及びその他の社会参加活動を推進 

するための諸活動 

① 普及啓発  

  シルバー事業の信頼と理解が得られるよう、市民、事業所、官公庁に対し、 

事業の意義と基本的な理念及び仕組み等を周知すると共に、高齢者自身に対 



する意識啓発を行う。 

   ア 多様な知識・資格・能力を持つ高齢者へ事業参加の呼びかけ 

イ シルバー広報紙「くがに」を年３回 発行 

ウ 普及啓発促進月間（１０月）の推進 

「シルバーの日」における全会員ボランティア活動の推進 

エ マスメディアへの活動情報の提供 

オ ホームページを使った情報提供 

カ ポスター掲示、チラシ、パンフレット等の配布 

 

②  安全・適正就業の推進 

  センターから提供された仕事を安全かつ適正に遂行できるよう、高齢者の 

安全意識の高揚と啓発活動を行う。 

ア 安全・適正就業推進委員会の開催 年３回 

イ 安全・適正就業推進員（１名）の配置と安全パトロールの実施  

ウ 安全・適正就業強化月間（７月）の推進（安全・適正就業推進大会含む） 

エ「適正な運営のための受注基準」に基づく受注の徹底 

オ 安全・適正就業に関する朝礼での情報提供 

 

③ 調査研究 

   時代の要請に対応した事業展開を図るため、高齢者の就業に対する意識と 

就業実態に関する調査やシルバー事業への評価等の調査を行う。 

   

  ④就業分野の開拓・拡大等 

高齢者に相応しい仕事を積極的に開拓するとともに、職業能力や経験を把握 

分析し、地域ニーズに対応する仕事の提案を行う。  

ア 理事・会員・職員の事業所等への開拓訪問の実施 

イ 就業開拓員（１名）の配置と就業開拓の推進 

ウ 会員の知識・資格等を活用した独自事業や新たな就業分野の検討 

エ チラシ、ポスターの配布等 

 

⑤ 相談・情報提供 

   入会を希望する高齢者に対し、入会説明会を開催し、地域における働く高齢者 

の「ワンストップセンター」として、相談・情報提供を行う。  

  ア 市内在住高齢者の入会説明会の開催(月 1 回開催)  

イ 高齢者への就業、相談対応 

ウ シルバー事業説明・相談会の開催(年２回開催) 

 

⑥ 社会参加活動の推進 



   ボランティアによる社会参加を希望する高齢者に対し、市民、事業所、官公庁

と連携してボランティア活動を推進する。 

 

４．運営体制 

  センターを適正かつ効率的に運営するため、次のとおり取り組む。 

① 運営体制の充実 

ア 理事会活動の活性化と充実を図る。 

イ 地域班、職群班における連携強化を図る。 

② 事務局体制の充実 

年々変化するシルバー人材センター事業に対応するため、正確な情報を収集

し、組織的に対応できる事務局体制を構築する。 

ア 各種研修会の参加や他のセンターとの連携による職員の資質向上を図る。 

イ シルバー事業を円滑かつ効率的に推進するための定期的な職員会議及び事

業検討会議の開催。 

③ 会議の開催 

  ア 定時総会の開催 

イ 理事会の開催 

      ウ 三役会議の開催 

エ その他必要な会議の開催 

④ 関係行政機関及び各種団体との連携促進 

 

 


